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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜各種研修＞
　日時：4月27日（火）17:30～18:30　モニター研修：4月28日（水）17：30～18：30

　場所：メンタルケア病棟　メモリアルホール

　テーマ：｢院内・施設内の感染対策について｣

　講師：松田　俊之薬局長

＜全体連絡＞

・人事考課表作成⇒面談を4/16以降に行うので、それまでに作成しておくこと。
・春の健康診断

　⇒健診：4/21～4/23　8:30～12:00
　　胸部レントゲン検査：事前予約が必要
　　心電図：対象者にはメールで連絡済み、予約番号で事前予約が必要
・千葉学園看護実習⇒青陽館は4/21（水）の予定　
・新入職員の現場実習⇒相談室にある予定表で確認すること
・利用率向上に向けた取り組み

デイケア・ショートケアの利用率が下がっているため、利用日に来所しない方には必ず電話で状況確認を行っていく。
・青陽館だよりのコメントを各自で入力するか、メールで久保さんに返信するか、紙に書いて久保さんに提出すること。締め切りは4/23（金）。
・新型コロナウィルス感染対策として
　‣防護具（ガウン、手袋、フェイスシールド、キャップ）と医療廃棄箱を2階浴室に準備している。
　‣コロナ疑いのある方（発熱、咳、鼻汁、味覚、臭覚異常）
感染の疑いがある際には、玄関から入らずに風呂場近くの外の階段から2F風呂場に待機してもらうよう決定。
来所した利用者様が感染の疑いがある場合には体温測定したスタッフがそのまま対応する。
感染疑いがある方に帰ってもらう際には、どのような手段をとるのか検討中。
送迎するとしたら、PPE（防護具）装着するか…？
・抗原検査は公費負担で行える。その場合には青南病院がかかりつけの方を対象とする。利用者様・患者様の家族は対象外。青陽館利用者様へ告知していく。
スタッフの家族までが抗原検査の対象となっている。
窓口は佐藤真一さん、佐藤志穂さん、赤坂里美さんとなっている。
‣外部の方（弁当屋、利用者様家族）が玄関に入る際は、玄関先までにするのか。お金のやり取りはトレイにする。
‣何らかの理由によりマスク着用出来ない場合
1、個室対応　2、帰宅してもらう
＜書類等の作成及び点検について＞
『疾患別診療計画書・LASMI・転倒評価の作成について』

・２人一組の担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成、電子カルテへの登録が済んでいるかを
⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田で確認し、お互いに協力して期日までに終了する。LASMI等の評価も同様に行っていく。
＊LASMI、転倒転落評価は年1回（2月評価）へ変更。ただし、新規利用者は8月に評価を行うこととする。
『記録・マニュアル等の点検について』
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
デイケア：久保・鳥谷部　ショートケア：蕨野　＊日誌の誤字脱字も　
デイナイトケア：藤田・戸賀沢

＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載の有無
＊日誌と電子カルテの出席に漏れが無い様、毎日のチェックと毎月の確認を行っていく。

・通所の各種マニュアルの更新
＜ホームページへのデイケアプログラムアップについて＞

・プログラムテーマ入力は20日まで、プログラム資料提出25日。

テーマの入力はプログラムを作成した人が行う。20日までに入力確認し、電算化委員会庄司さんか長津さんへ蕨野さんが20日にメール送信する。

・テーマの入力場所
　通所リハ⇒2プログラム⇒2-④ プログラムカレンダー⇒プログラムカレンダー2021.5
＜次年度に向けて＞
・プログラム作成、月報作成、利用者様担当割り振りなどを行っていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
特記事項なし
ショートケア
・赤石　陽介様　～本日よりショートケア利用開始となる。利用歴はあるが、数年ぶりである為施設設備や概要について説明している。表情穏やかに受け答えしており、本人の希望で退院後から今朝までの服薬確認している。退院後の生活を確認すると、退院直前からの不眠傾向が持続しており毎日、飲酒（ビール350ml2本・焼酎4～5杯）をしていると言う。主治医からは服薬後3時間経過していれば飲酒しても良いと指示があったとの事。飲酒による気分の落ち込みや、イライラを呈していると言う為節酒を勧めている。また、不安や心配事がある為飲酒しているのではないかと確認すると「ある。日赤にいる彼女が、5月からこっちのデイに来るって。」と返答があり、精神が不安定である為一緒の利用は複雑で「ちょっと気まずい」と言う。相手が調子を崩すと、自分も調子を崩す、相手の調子が良いと、自身も調子が良いと言う共依存になっており、距離感を保つ必要がある事を伝えている。また今後の目標について尋ねると「いつかは仕事したいんだよね」と話しており、ショートケア利用を通じて体力作りやストレスに強くなりたい思いを話している。
デイナイトケア
・船場　幸子様～　青風荘より情報提供あり。帰荘時にも表情の硬さが見られている。嗜好品の時間に、特定利用者様（岩城敏夫様）が冷蔵庫を長く開けていることに対し、「長い!」と怒鳴っていることがあったとのこと。余暇時間に他者交流はなく、一人で過ごしており、早目に自室に戻っている。今朝は落ち着いており、他者への暴言などは見られていないとのこと。自室で本人と面談し、他者への攻撃的な言動について話をするが、「出来ていないから」と話している。完璧な人間はいないこと、言われた相手の立場になって考えてみるように伝えると「もう何も言いません、黙っています」と答えていたとのこと。来所後は、睨むような目つきや表情の硬さは継続しているものの、他者への暴言や独語は観察されていない。
・繁名　和恵様～　青風荘より情報提供あり。本人より面談の希望あり、実施している。特定利用者様（船場幸子様）への不満と不安感についての訴えが継続しており、一緒の所に居たくない、以前入居していたグループホームへ戻りたい、でも姉からも今後は保護者などは引き受けられないと言われた、またお墓の話をされてもまだ自分には先のことであり、家族とも相談しないと決められない等と話していたとのこと。精神的な不調もあるため、本日は休養目的にてデイナイトケア欠席となる。
